
草木染め

（タマネギの皮で染める）

〔対象：小学3年生以上〕

＊ねらい 普段は捨てているタマネギの皮を
使って染色液を作ったり、さらし木綿に模
様を作って染色したりして、草木を使った
染色に興味を持たせ、自然への関心を高め
る。

1 . タマネギで木綿を染める
「 ―---- [準備物］——----------------------------

＇ ・タマネギの皮 • 大豆 ・ミキサ ー・ なべ

！ 。さらし木綿(60 x 60cm) • 豆絞り用の布 ：

\ . 輪ゴム ・ざる ・丸箸 ・ミョウバン

(1)布の準備をする。

木綿の中には、たんぱく質が含まれていな

いので、木綿の中に大豆のたんぱく質を含ま

せ、大豆のたんぱく質の力を借りると色が染

まりやすくなります。

①ー昼夜水に漬けておいた大豆に

同鍼の水を加えて、ミキサ ーで

できるだけ細かくくだく。

②くだいた豆汁を、豆絞りの布で

絞る。

④豆乳をつけたさらし木綿を乾かす。

⑤乾かしたさらし木綿を、 ぞ「―→ -
再び豆乳に30分間浸した�三二
後に、乾かす。
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(2)染液（せんえき）を作る。

①なべに、タマネギの皮(10個

分程度）を入れ、これに水を

l Qくらい加えて火に かけ

る。ぐらぐら煮立ってから、

15分間くらい煮る。

②煮汁をとる。 笠三□f\ 
おけ（なべ）の上にざるを置

き、煮汁をとる。 g 
③残ったタマネギの皮を、再び � 

煮出して、 2番汁を取り、最

初の汁と一緒にする。 多シ芝竺

ニ：：
莫

:: イニ吊に大小の点噂皇

円を描き、模様を作る。

②円の中心に丸箸を立て、布を ／ 

ひっぱり、輪ゴムをからげて /\1.� 
二二；：次のもの累F-\

を巻く。

(4)煮染めをする。

Oタマネギの染液に、絞りを入

れたさらし木綿を入れて、静 べ： い ト

かにかき混ぜながら、20分程 r 

(5)ばいせんする。

ご:>

。

ら出して、さます。 言
①ミョウバン10gを 4 Qの湯に溶かして、ばいせ

ん液を作る。
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＇） 中にふ0�ふ間浸しておくCヽ

(5)も；j-長、 0分間点るし

(6)水i,だし＼をして、i『中て輪コムを収I)、 立知力,-j―C
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3心 資 料

(1)旱木繁めピは

遠し., 冒から、 世界｀中 の人々は、 芦や木などを

使二）＇：：、 衣胴忙 てぎました 上や目心

いも1史：，てし 、
1 ましだか、 ほとんど'Iエ、 冗i辛本『）

葉。花。実。札II、 そt1くこ、 木の「及 G 卓辛。小

投Iてした。

とこえが、 石炭亨石i『からif·)だ

よる染いかし入ま□ てくると、 亨木染めはあまり

了」心われ芍くなり主lだ，

こ0古し>外どめ力を復臼しようとした人だり

（山麟あぎら号） は、廿召禾日§ 年、 化了染料によ

る皇色どに別しこ草本を使) 1�i応色を「旱芥、

染めI と名付げ素しだの

布f三凸めu交 色素をよく贋収さ吐たり充い

慶よ〈したりするだ位）こ媒茉液，こつけますC

胤憂訳こよ —って、 梨よる色が変わるのて、 次

0)にりなもいを訂!:,)してお吉、 選択させるヽlか
,_' ＼ ゴヽ ' u 

し〉〗,)レミ←●
→ ウム祝染

。 曰iT
一欠 , _ ヽ ツ）ゞキ 。狂牡ンカ 必ヒサカキバビ0)伎菜

を切り 、 生J〉まま、 よく燃や:._. まずし

Ll呪：こな _! Iだら、 水を人れ、だ！ゞ、 ）？― い］に1火を人れ

しく麿袢し�、 そのまま放直してJ; さ、 い笠み液

を祝斐液とし�ご使用する。

はぐろIに1吏川しだ方江でし

。米酢国）OmQtごノJこOOmQを加え、錆びだいt,釘500 g 

を八れて、 :rn分間）JII熱する。

0 .  水を加え、 泊見を500mQにする。

c 永打r鮫に細かくした銅I\ (文は鰐扮I

2凸間亡！斐放i臼してむく〈〕

。放附しておくと、 緑色！こ心))てくろ。

。木[1(3,;うわら仄、 牛石［火を水，こ入れ、

ぜて放置しておく。

0 「滋ゑ液

(3it , ろいろ心疫料諮；

旧季折々［こ見られる次のよ、うバ柏木合使っても

是色することがてきます。（色につし」ては、作る攣

〔｛旦夜Jバ農さ

l〗

〔□)ヤエ寸『クラ

ャエザクラ WJ ピンク

ォでツヨイグサ（花） 長色

'オオマヅヨ ＇［グサ

トンクリ。 クI_) -ー―茶[」

(Jウメ （了） —-—-ji、下色

C>マ1) -ゴ-nド（化） 戯ーI-乙

□ クロ 。 ヤマプ］ミ

□ ヨモ

誌(�

を入れて

よくか苔況

とLご使円するj

iこ・�.., て異忙るし;)で.. R安と

して参芳にして卜さい。）

（伎や葉）•一— ―—赤色亦茶色

�• 赤五0)金

茶色

□象l烙（使用済U)もJJ) 茶色、 チゴコレ 、-

Iヽ色
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